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A tlas of Rectoscopy and Colonoscopy 

Otto，P. and Ewe，K. 

Springer-Verlag 1979 

本書は西ドイツの P.Qtto教授と K.Ewe教授の共著“ Atlasder Rectos-
kopie und ColoIioskopie"の第2寂 (1977)を，同じく酉ドイツの B.Cloudus 
教授が英訳し， 1979年に出版されたもので為る。
内容比 26章に分けられており，第 1章の Introductionから第11章の Colon-
oscopyまでは基礎篇で，第12章からは，H工門，重湯および結腸の主な疾患につい
て簡明に説明しである。
まず基礎篇の序文で著者らは， 大揚および』工丹疾患の診断にあたり， 内規鏡検
査の重要性を強寵しているが， 本検査を施行する場合， ただ護然と無計画;こ行う
のではなし まず患者の病涯を正確に聴取し，ついで、視診と詣診によって可成り
の範囲に診断の的をしぼり， それを目標にして必要な検査をすべきであるとのべ
ている。
その意味で著者らがまとめた第3章の Clinical History中の， 患者の症状か
ら考えられる東西疾患の表は，実地臨床家にとって非常に参考に詰ると思う。
つぎに， 検査に必要な体f立や器具について形通予の説明がしてあるが， 罰版の 
l・2で直腸鏡および Colono長berscopの腸内に揮入された部位とその部の所見
が，鮮明なカラー写真と模型図で示されており，非常に理解し易い。
また， 内視鎖的ポリープ摘j宗徳について， その危険な場合を指掃しながら実撞
方法を分予易く説明している。
しかし，何といっても本書の特色は，巻末にまとめられた19枚の層版であろう。
第12章から各疾患について，これらの図版を用いて簡単明捺に説明しているが，
罰が鮮明で， それぞ、れの疾患の特徴をよく示しており，一見して診断がつけられ
るよう誌なっている。
各匿販の内容辻次の還りである。 
Plate 1. Endoscopic五ndingsin normal rectum 
Plate I. Melanosis recti，perineal eczema，hemorrhoidal tags 
Plate II1. Perianal thrombosis，external hemorrhoids 
Plate IV. Anal fissure，condylomata 
Plate V. Anal五stula 
Plate V 1. Anal carcinoma，anal and rectal prolapse 
Plate VII. Anitis，cryptitis and proctitis 
Plate VIII. Hemorrhoids and their treatment 
Plate IX. Radiation proctitis 
Plate X. Infectious entero・colitis，amebic colitis 
Floride ulcerative colitis 1.Plate X 
Plate XII. Chronic ulcerative colitis 
Plate XIII. Crohn's disease 
Plate XIV. Crohn's disdase，diverticulum 
Plate XV. Polyps 
Plate XVI. Polyps 
Plate. XVII. Polyposis 、一場
Plate. XVII1.Carcinoma and other malignant new growths 
Plate. XIX. Solitary rectal ulcer，rectovesicle五stula，tarry stool in 
rectum 
この他， テキスト中には説明図が31入っており，内容が非常に龍明で， 立つ本
の大きさが249x170mm，110頁と小型で携帯に質科で，また定値が14700円と手頃
である。学生はもちろん， 医師にとっても有用で， また病院外来・検査室などに
量いて，常に利用出来る実沼的な書物であると信じる。(樋Z道雄)
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